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明らかにした｡ 成熟については熟度指数を調べ雌について甲幅 55-60m m で約50%の個体が成熟するこ
とを知った｡
つぎに, 本種の各成長段階における分布, とくに水深との関係, および季節的変化, 食性, 生殖生態な
どを調べている｡
以上の研究で資源の動態に関係する諸定数を推定することができたので, これらを用いて漁獲係数F,
漁獲開始年齢 t｡ に対する等漁獲量曲線群を作図することができた｡ 得られた曲線はF にはあまり関係せ





論 文 審 査 の 結 果 の 要遷旨
ズワイガニは山陰 ･北陸沖における産業的に重要な資源であるが, 近年その乱獲が心配されている｡ し
たがって各地でかなりの調査は行なわれているが, 魚類資源の場合と異なり, 甲殻類は脱皮をするために








とくに, この漁業には現行の底曳網のほかにカニ寵漁業 も考えられるが, 現行の富山龍では日合いが目
合いが不適当であることを指摘するなど注目すべき結論を得ている｡
以上のように, 本研は甲殻類のような, 年齢組成の調査や標識放流の困難な漁業資源の調査に一つの突
破口を開いたもので, 水産学に寄与するところが大きい｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文 として価値あるものと認める｡
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